
 
■法運用史から解き明かされる独禁法の 

「ぬえ的」性格。 
 
■措置体系見直し問題の核心に迫る 

エンフォースメント論の 
第一人者による待望の書！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

● 郷原信郎著 「独占禁止法の日本的構造～制裁・措置の座標軸的分析～」（清文社）276頁 

● 定価：２､７３０円（税込み）→特別定価：２，０００円（税込み） 

 

○下記申込書にご記入のうえ、FAXにてお送りください。 

○お支払は、下記の口座にお振込み下さい。 

 尚、大変恐れ入りますが、振込手数料はお客様のご負担にてお願い致します。 

 振込口座    横浜銀行中山支店 （普）１６８０４５６ 

 桐蔭横浜大学コンプライアンス研究センター（トウインヨコハマダイガクコンプライアンスケンキュウセンター） 

氏名 

フリガナ  

（姓） （名） 

ご送付先    いずれかにチェックを 

□ ご自宅   □ 勤務先 

フリガナ               

〒         

会社名・学校名  

連絡先 Ｔｅｌ                         Fax 

E‐mail アドレス  

（お問い合わせ）桐蔭横浜大学コンプライアンス研究センター  

〒１０６－６１１７ 東京都港区六本木６－１０－１ 六本木ヒルズ森タワー１７階（私書箱９８号） 

ＴＥＬ ０３－５７７５－０６５４   ＦＡＸ ０３－５７７５－０６５２ 

 
「ぬえ的」な課徴金、「ぬえ的」な独占禁止法の背景には、これまで、経済情勢、国際情勢な

どの変化に対応して「接ぎ木的」に法改正が繰り返されたことによる独占禁止法制度の「歪み」

の問題がある。それは、アメリカの対日占領政策、高度経済成長期の産業政策、石油ショック

に伴う狂乱インフレ、日米経済摩擦など、その時々の国際情勢、経済情勢に木の葉のように揺

られてきた日本の独占禁止法の歴史を反映したものとも言える。（「はじめに」より） 


